
 
 大

型
調
理
場
で 

給
食
の
安
全
が
守
れ
る
か 

《
補
正
予
算
案
》 

 

補
正
予
算
案
に
は
、
市
立
幼
稚

園
の
３
年
保
育
実
施
の
準
備
経

費
や
病
児
保
育
の
拡
充
、
瀬
田

東
・
青
山
両
児
童
ク
ラ
ブ
の
増
築
、

小
中
学
校
施
設
の
大
規
模
改
修

や
施
設
整
備
費
の
増
額
な
ど
、
市

民
の
願
い
が
前
進
す
る
経
費
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

そ
の
一
方
で
、
老
朽
化
し
て
い

る
東
部
学
校
給
食
調
理
場
の
移

転
新
築
と
併
せ
て
、
中
学
校
給
食

の
た
め
の
大
型
調
理
場
を
建
設

す
る
用
地
取
得
経
費
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
大
型
施
設
で
の
一
括

調
理
で
は
、
市
民
が
求
め
て
き
た

「
お
い
し
く
て
安
全
」
「
地

産
地
消
」
「
防
災
機
能
」

の
実
現
が
危
ぶ
ま
れ

ま
す
。 

ま
た
秋
葉
台
地
先

の
開
発
事
業
や
栗
原

地
先
の
残
土
処
分
場

の
崩
落
防
止
工
事
費

の
計
上
は
、
市
民
の

安
全
確
保
が
最
優
先

で
は
あ
り
ま
す
が
、

市
が
許
可
し
た
事
業

で
の
事
業
者
の
無
責

任
な
対
応

を
、
多
額
の

税
金
を
投

じ
代
執
行

と
い
う
や

り
方
で
後

始
末
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
あ

り
ま
す
。
市
の
適
切
な
監
視
と
指

導
の
あ
り
方
の
見
直
し
を
求
め

て
い
き
ま
す
。 

党
議
員
団
は
、
そ
の
他
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
運
用
テ
ス
ト
経
費
な

ど
課
題
の
あ
る
補
正
予
算
案
に

は
反
対
で
す
。 

暮
ら
し
・
営
業
破
壊
の 

水
道
料
金
値
上
げ 

《
一
般
議
案
》 

 

今
議
会
に
提
案
さ
れ
た
水
道

料
金
の
値
上
げ
案
は
、
平
均
19
％

も
の
引
き
上
げ
で
、
安
倍
政
権
の

経
済
政
策
の
失
敗
や
社
会
保
障

の
連
続
削
減
の
も
と
で
深
刻
な

状
況
が
続
く
市
民
の
暮
ら
し
や

市
内
中
小
事
業
者
の
経
営
を
直

撃
し
、
地
域
経
済
へ
の
影
響
も
危

惧
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
津
市
に

は
他
市
で
行
わ
れ
て
い
る
減
額

や
免
除
制
度
も
な
く
、
給
水
を
停

止
さ
れ
る
世
帯
の
増
加
も
心
配

さ
れ
ま
す
。 

大
津
市
に
は
、
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
党
市
議
団
は
、
料
金
値
上
げ

に
強
く
反
対
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
大
津
市
の
ま
ち
づ
く

り
方
針
で
あ
る
総
合
計
画
基
本

構
想
、
市
庁
舎
整
備
用
地
の
取
得
、

瀬
田
南
小
の
改
修
、
大
石
市
民
セ

ン
タ
ー
移
転
新
築
、
市
立
幼
稚
園

の
一
時
預
か
り
保
育
料
を
定
め

る
議
案
な
ど
も
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。 

＊
＊
＊ 

 

今
議
会
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
建
設

問
題
の
解
決
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
反

対
に
つ
い
て
の
請
願
が
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
大
津

市
が
市
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を

守
る
責
任
を
果
た
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
よ
う
求
め
、
議

論
を
進
め

て
い
ま
す
。 
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←【裏面もご覧ください】 

９月通常会議日程 
９月 

27 日(火) 予算常任委員会 

28 日(水) 特別委員会 

30 日(金) 

  討論、決算以外の採決 

10 月（昨年度決算を審議） 

３日(月) 

決算常任委員会全体会 

４日(火)～６日(木) 

決算常任委員会分科会 

11 日(火) 

  決算常任委員会全体会 

13 日(木) 討論、決算の採決 

会場は大津市役所です。ぜ
ひ傍聴にお越しください。 
＊採決、討論はインターネッ

ト中継も行われます。 

市民の声を 
聞け!!

大
津
市
は
、
来
年
４
月
か
ら
の
市
民
病
院
の
地
方
独
立

行
政
法
人
化
に
併
せ
て
、
病
院
に
併
設
さ
れ
て
い
る
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
お
お
つ
（
老
人
保
健
施

設
）
も
独
立
行
政
法
人
の
業
務
に
移

行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
お
つ
は
２
０
１

５
年
に
民
営
化
が
決
定
さ
れ
て
い

る
た
め
、
移
行
後
も
民
営
化
や
廃
止

の
可
能
性
も
あ
る
な
ど
先
行
き
は

不
透
明
で
す
。 

党
議
員
団
の
一
般
質
問
紹
介 

独⽴⾏政法⼈化で、先⾏
きが不透明なケアセン
ターおおつ 

市
の
責
任
で
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
お
お
つ 

職
員
の
雇
用
を
守
れ 

 

10
月
13
日
ま
で
、
９
月
市
議
会
通
常
会
議
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

９
月
通
常
会
議
に
は
、
28
億
９
千
万
円
の
補
正
予
算
案
や
、
昨
年
度

の
決
算
認
定
議
案
、
条
例
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
市
民
の
目
線
で
審
議
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

杉
浦
と
も
子 

市
議 

現
在
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で
働
く
市

職
員
の
方
々
も
、
独
立
行
政
法
人
の

職
員
と
さ
れ
る
計
画
で
す
が
、
一

旦
、
市
の
職
員
で
な
く
な
れ
ば
、
民

営
化
後
の
雇
用
の
保
障
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。 

杉
浦
市
議
は
「
職
員
の
身
分
保
障

に
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き
」
と
質
し

ま
し
た
が
、
市
は
責
任
の
所
在
を
明

ら
か
に
せ
ず
「
可
能
な
限
り
対
応
す

る
」
と
い
う
消
極
的
な
答
弁
に
終

始
。
余
り
に
も
無
責
任
な
姿
勢
が
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
大
津
市
総

合
計
画
の
基
本
構
想
、
市
立
幼
稚

園
に
つ
い
て 



岸
本
の
り
子 

市
議 

 

大
津
市
は
、
平
均
19
％
も
料
金

値
上
げ
を
来
年
４
月
か
ら
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
立
道
市

議
は
、
安
倍
政
権
の
も
と
市
民
の

暮
ら
し
が
益
々
厳
し
く
な
っ
て

い
る
な
か
で
、
命
に
関
わ
る
水
道

料
金
の
値
上
げ
は
、
市
民
の
暮
ら

し
を
さ
ら
に
苦
し
く
す
る
も
の

で
あ
り
、
値
上
げ
中
止
を
求
め
ま

し
た
。 

 

市
は
水
道
事
業
を
安
定
し
て

持
続
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

値
上
げ
と
言
い
ま
す
が
、
現
在
で

も
督
促
、
催
告
書
の
発
送
件
数
が

３
９
７
４
件
、
滞
納
金
額
が
３
７

４
６
万
円
に
上
る
中
で
、
市
は
値

上
げ
あ
り
き
で
は
な
く
負
担
の

軽
減
策
を
考
え
実
行
し
、
市
民
の

命
、
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う
自
治

体
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
す
。 

 

使
用
料
の
減
免
制
度
創
設
な

ど
市
民
の
生
活
・
営
業
に
寄
り
添

っ
た
料
金
の
あ
り
方
を
求
め
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
空
き
家
利

活
用
に
つ
い
て 

「

官

か

ら

民
へ
」
の
流
れ

が
強
ま
る
中
、

清
掃
・
給
食
調

理
・
設
備
維
持
・
施
設
管
理
な
ど

広
範
囲
な
業
務
に
民
間
委
託
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
入
札

競
争
に
さ
ら
さ
れ
、
大
津
市
が
委

託
し
て
い
る
あ
る
業
種
で
は
、
こ

の
５
年
間
で
入
札
額
が
３
千
６

百
万
円
か
ら
３
千
万
円
に
下
が

り
、
最
低
賃
金
す
れ
す
れ
の
雇
用

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

岸
本
市
議
は
、
国
が
さ
ら
な
る

民
営
化
の
拡
大
を
狙
っ
て
い
る

こ
と
も
指
摘
し
、
他
市
で
広
が
っ

て
い
る
賃
金
下
限
規
制
を
伴
っ

た
「
公
契
約
条
例
」
を
制
定
す
べ

き
と
質
問
。
市
は
「
労
働
条
件
の

改
善
は
国
全
体
の
施
策
で
」
と
消

極
的
な
答
弁
に
終
始
。
市
民
の
税

金
を
使
っ
た
仕
事
で
も
あ
り
、
地

元
企
業
の
経
営
や
雇
用
の
安

定
・
改
善
を
図
り
、
地
域
経
済
の

発
展
に
つ
な
げ
る
べ
き
で
す
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
子
ど
も
の

貧
困
に
つ
い
て 

 大津市では高効率発電を伴う新施設の

市
民
生
活
を
圧
迫
す
る
水
道
料
金
の 

値
上
げ
は
中
止
に
！ 

 

 

現
在

大
津
市

で
は
、

体
制
の
担
保
、
市
内
事
業
者

や
地
元
雇
用
の
確
保
の
方

策
、
ま
た
計
画
内
容
を
市
民

に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
、
施

設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
も

質
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
市
は
、
ご
み
減
量

と
資
源
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
言
及
し
ま
し
た
が
、
事
業

者
か
ら
の
提
案
待
ち
な
ど
終

始
受
け
身
の
答
弁
で
、
管
理

者
と
し
て
の
責
任
あ
る
姿
勢

や
積
極
的
な
対
策
は
示
し
ま

せ
ん
で
し
た
。 

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
女
性

活
躍
、「
消
費
者
市
民
社
会
」

に
つ
い
て 

公
契
約
条
例
の
制
定
で 

安
心
し
て
働
け
る
条
件
整
備
を 

障がい者の⾃⽴⽀援を⾏
う大津市「伊⾹⽴の杜」。
重度障がい者のグループ
ホームもあります。 
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党
議
員
団
の
一
般
質
問
紹
介
の
つ
づ
き た

て
み
ち
秀
彦 

市
議

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に 

相
模
原
市
障
が
い
者
施
設
殺
傷
事
件
を
受
け
て

 
 

石

黒

市

議

は
、
相
模
原
市

で
起
こ
っ
た

石
黒
か
づ
子 

市
議 

 

市
は
、
教
育
現
場
で
は
特
別
支

援
学
級
と
の
交
流
や
地
域
の
障

が
い
者
を
迎
え
て
の
学
習
な
ど

を
通
じ
て
、
互
い
を
理
解
し
、
一

人
一
人
の
存
在
を
認
め
合
え
る

心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
、
地
域
で

も
行
事
な
ど
で
交
流
を
進
め
理

事
件
を
二
度
と
繰
り
返
さ
せ
な

い
た
め
に
、
大
津
市
と
し
て
警
備

の
強
化
以
外
に
、
地
域
や
教
育
の

場
で
ど
う
い
っ
た
取
り
組
み
を

進
め
る
の
か
質
問
し
ま
し
た
。 

解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
く
と
答
弁
。 

 

石
黒
市
議
は
さ
ら
に
、
交
流
す

る
機
会
の
少
な
い
重
度
の
障
が

い
者
と
も
積
極
的
に
関
わ
り
を

持
て
る
取
り
組
み
を
進
め
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。 

林
ま
り 
市
議 

環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
、
北
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
・
２
つ

の
焼
却
施
設
の
建
替
え
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
主
導
で
進
め
ら
れ
て
い

る
大
企
業
に
有
利
な
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
が
採
用
さ
れ
、
施
設

の
設
計
か
ら
20
年
間
の
運

営
に
至
る
ま
で
、
民
間
の
グ

ル
ー
プ
会
社
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

林
市
議
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
焼
却
の
是
非
も

含
め
た
市
の
姿
勢
や
、
高
度

化
す
る
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク

新
ご
み
焼
却
施
設
は
安
全
を
最
優
先
で 

市
民
が
集
え
る
環
境
教
育
の
拠
点
施
設
に
！ 

計画策定が進む 
ごみ焼却施設の建替え 

 

新施設を 
稼動し始めた 
近江八幡市へ

稼働とともに、プラスチックごみの分別を止めて全量焼却を検討

しています。近江八幡市の施設は１炉当りの焼却能力が大津市予

定の半分以下ですが、安定して発電されているとのことです。コ

スト削減や発電のためとしてプラごみの分別を止めることは、乱

暴な議論であり慎重な対応が必要です。 

 また地域経済との関係では、近江八幡市では契約に「地元雇用

を図ること」を明記し、地元雇用が従業員の９割確保されていま

す。その他に、約 20 年の契約期間後も、その後５年間は未修繕

で稼働できる状態で返還されることになっているそうです。 

大津市でも、委託事業者任せや経費削減ばかりを考えるのでは

なく、環境を守る循環型社会づくりにどう主体的に取り組んでい

くのか、20 年後を見通した契約の難しさをどう克服するのかが

問われていると感じました。 

また、新施設建設にあたり、建設地域への配慮をしつつも地区

環境整備事業の透明性を高めることや、市民の財産として有効に

活用することの工夫も必要と考えます。（林まり） 


